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	背景
	c-junは、エンハンサーヘプタマーモチーフ5'-TGA[CG]TCA-3'を認識し結合する転写因子です。HIPK3によってリン酸化されるとNR5A1の活性を促進し、cAMPシグナル伝達経路の刺激によるステロイド産生遺伝子の発現増加につながります。
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	アニソマイシン処理した NIH/3T3 溶解物中の c-Jun リン酸化を、Phospho-c-Jun (Ser63) 抗体を使用してウエスタン ブロット分析しました。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌のPhospho-c-Jun（S63）抗体を使用した免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	アニソマイシン処理した HeLa 細胞中の Phospho-c-Jun (S63) 抗体を用いた Phospho-c-Jun (Ser63) の免疫蛍光分析。

